
              

 

                                      

 

 

                        

                                              

小中合同避難訓練 

11月 11日（土）小中合同による避難訓練が行われました。11日の訓練では東日本大震災による津波被害を教

訓に、大地震から身を守る方法や小学校の体育館で避難所運営の訓練を実施しました。中学部の生徒がリーダー

となり小学部の高学年がお手伝い、低中学年は避難者役となり災害発生時における役割や自分たちにできること

を確認しました。小学部ではさらに 6 日～12 日を防災週間とし防災消防訓練やこころの授業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 7時 20分のサイレンで通学途中の避難場所に一斉避難を行いました。体育館では避難者の受け入れをし、震災

当時配られたおにぎりをつくり、避難者に配布しました。おにぎりのサイズは当時避難者に配布された大きさや

限られた水を使い米を研ぎ、炊き方まで再現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 体育館では、感染予防も考慮し隔離したり小学生が小さな子供の遊び相手になったり、様々な役割を小中学生

が助け合いながら活動していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の合同避難訓練では、「確実に自分の命を守る事」「避難所では自分ができる事を見つけ、積極的に大人の

手助けとなる活動をする事」の大切さを学びました。 

    

大槌町立吉里吉里学園 

小学部 通信 No15 

令和 5 年 11 月 17 日 

  文責 藤井 

吉里吉里学園小学部の校報「桐花」は右の QRコードを読むことによってカラー版をご覧い

ただくことができます。（大槌応援団サイトへ）→ 

   

   

  

小学部では最後に保護者への

児童の引き渡し訓練を行いまし

た。地区毎に受けつけ、身分証の

提示をしていただき、児童全員

を無事に引き渡すことが出来ま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  防災週間に行われたこれらの訓練により、より児童の防災意識を高めることが出来ました。保護者の皆様の

ご協力に感謝申し上げます。 

子ども達が活躍しています 

 子ども達の様々な活動が認められ表彰をしていただいていますのでご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  8日の防災消防訓練では「地震による火災の発生」を想定

した訓練を行いました。今回は大槌消防署の方々のご協力

をいただき様々な訓練を実施しました。（以下訓練内容） 

  ・揺れから身を守る行動 

  ・煙ドームを使った体験 

  ・プールから緊急用滑り台を使った避難 

  ・心肺蘇生（AEDの操作方法） 

  ・ポンプ車の仕組みや消防隊員の服装についての学習 

 

  

   

 

  

2 年生佐野咲重子さんは「第 12 回

プライフーズ杯」令和 5年度青森県少

年少女レスリング選手権大会小学生

１・２年生の部で見事に優勝を果たし

ました。今後の活躍も期待しています。

おめでとう！ 

2 年生松村葵さんと 4 年生平野宗大君は「大槌港灯台 70 周年記念

絵画コンクールにおいて入賞しました。葵さんは「大槌町観光交流会会

長賞」宗大君は「海上保安協会釜石支部長賞」を受賞しました。通称ひょ

っこりひょうたん島（蓬莱島）を素晴らしいタッチと色彩で見事に描きま

した。これからも絵を描くことを楽しんでください。おめでとう！ 


